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国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　

推
進
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た

丨
国
体
で
は
天
皇
杯
・
皇
后
杯
を
獲
得
丨

　

茨
城
国
体
が
開
催
さ
れ
、
本
県
は
、
四
十
五
年
ぶ
り

と
な
る
天
皇
杯
（
男
女
総
合
優
勝
）、
皇
后
杯
（
女
子

総
合
優
勝
）
を
獲
得
す
る
な
ど
、
茨
城
県
選
手
団
の
活

躍
は
、
県
民
に
大
き
な
夢
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。
期
間
中
は
全
国
か
ら
多
く
の
方
々
が
茨
城
県
を
訪

れ
、
相
互
に
交
流
を
深
め
る
な
ど
活
気
に
満
ち
た
素
晴

ら
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
台
風
第
十
九
号
の

影
響
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
開
催
に
向
け
尽

力
さ
れ
た
関
係
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ
し
て
練
習
に

励
ん
で
き
た
選
手
の
皆
様
の
献
身
と
努
力
に
よ
り
培
わ

議
員　

焼
き
芋
や
干
し
芋
な
ど
が
国
内

外
で
大
変
注
目
さ
れ
て
い
る
中
、
か
ん

し
ょ
の
生
産
拡
大
や
干
し
芋
事
業
へ
の

参
入
支
援
な
ど
に
よ
り
、
好
調
な
需
要

を
本
県
に
取
り
込
み
、
儲
か
る
農
業
に

導
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
所
見
は
。

農
林
水
産
部
長　

荒
廃
農
地
の
再
生
支

援
な
ど
に
よ
り
、
県
内
加
工
業
者
の
不

足
分
の
生
産
に
必
要
な
作
付
面
積
を
拡

大
す
る
。
ま
た
、
自
ら
干
し
芋
事
業
に

取
り
組
も
う
と
す
る
農
業
者
に
対
し
て
、

加
工
技
術
や
販
路
開
拓
な
ど
の
支
援
を

行
い
、
儲
か
る
農
業
の
実
現
に
努
め
る
。

議
員　

国
道
六
号
の
酒
門
町
交
差
点

や
酒
門
六
差
路
交
差
点
は
、
慢
性
的
な

渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
。
今
後
の
整
備

な
ど
の
見
通
し
は
。

土
木
部
長　

酒
門
町
交
差
点
は
立
体

交
差
形
式
で
都
市
計
画
決
定
さ
れ
、
当

面
の
対
策
と
し
て
車
線
増
加
が
実
施

さ
れ
た
。
酒
門
六
差
路
交
差
点
に
つ
い

て
は
、
都
市
計
画
道
路
中
大
野
中
河
内

線
を
は
じ
め
と
し
た
周
辺
道
路
の
整

備
状
況
を
勘
案
し
、

整
備
方
針
な
ど
を

水
戸
市
や
国
と
協

力
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
茨
城

近
県
県
域
テ
レ
ビ

局
、
私
学
振
興
な

ど
も
質
問
）

議
員　

災
害
が
激
甚
化
す
る
中
、
地
域

の
防
災
士
と
連
携
し
た
マ
イ
・
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
※1
の
取
り
組
み
を
進
め
て
も
ら

い
た
い
。
防
災
意
識
向
上
や
避
難
力
強

化
の
た
め
、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

普
及
、
防
災
士
と
の
連
携
を
含
め
た
防

災
体
制
の
強
化
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

防
災
・
危
機
管
理
部
長　

市
町
村
に
対

し
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
を
働
き
掛
け
る
。
県

防
災
士
会
と
連
携
強
化
し
防
災
訓
練
へ

の
参
加
を
働
き
掛
け
る
な
ど
、
防
災
体

制
の
強
化
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

市
町
村
で
は
空
き
家
対
応
に
苦

慮
し
て
お
り
、
県
に
は
事
務
手
続
き
や

財
政
面
で
支
援
し
て
も
ら
い
た
い
。
空

き
家
の
老
朽
化
対
策
や
利
活
用
の
た
め
、

市
町
村
支
援
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

土
木
部
長　

市
町
村
空
家
等
対
策
連
絡

調
整
会
議
を
設
置
し
、
空
き
家
除
却
に

係
る
事
例
集
や
空
き
家
バ
ン
ク
設
置
手

引
書
な
ど
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
国

の
財
政
的
支
援
制
度
を
周
知
し
、
活
用

を
働
き
掛
け
て
き
た
。
今
後
も
国
と
連

携
し
市
町
村
支

援
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
自

殺
防
止
対
策
、

通
学
路
の
安
全

対
策
な
ど
も
質

問
）

加藤　明良 議員
いばらき自民党
水戸市・城里町選出

分割方式

議
員　

昨
年
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

や
台
風
な
ど
、
災
害
に
伴
い
全
国
で
大

規
模
な
停
電
が
発
生
し
て
い
る
。
他
県

の
事
例
も
教
訓
に
対
策
を
進
め
る
べ
き

だ
と
考
え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

防
災
・
危
機
管
理
部
長　

電
力
会
社
と

連
携
し
、
大
規
模
停
電
時
に
復
旧
の
見

込
み
な
ど
の
情
報
を
迅
速
か
つ
的
確
に

住
民
な
ど
に
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

ま
た
、
市
町
村
の
指
定
避
難
所
な
ど
で
、

携
帯
端
末
の
充
電
設
備
の
早
期
配
置
や

非
常
用
電
源
の
導
入
が
進
む
よ
う
、
通

信
事
業
者
や
市
町
村
に
働
き
掛
け
る
。

議
員　

あ
お
り
運
転
は
、
重
大
な
交
通

事
故
に
つ
な
が
る
危
険
な
犯
罪
行
為
で

あ
る
。
誰
も
が
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性

が
あ
り
、
対
策
の
強
化
が
必
要
だ
と
考

え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

県
警
本
部
長　

昨
年
、
車
間
距
離
保
持

義
務
違
反
を
前
年
の
三
・
四
倍
と
な
る

百
三
十
一
件
検
挙
し
た
。
今
後
と
も
、

あ
ら
ゆ
る
法
令
を
駆
使
し
た
厳
正
な
捜

査
や
取
り
締
ま
り
の
ほ
か
、
交
通
安
全

教
育
や
広
報
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い

く
。

（
ほ
か
に
、
菅

生
沼
周
辺
地
域

に
お
け
る
交
流

人
口
の
拡
大
、

夜
間
中
学
設
置

に
向
け
た
支
援

な
ど
も
質
問
）

議
員　

現
在
、
ひ
た
ち
な
か
市
に
は
分

譲
で
き
る
工
業
用
地
が
な
い
が
、
港
湾

整
備
や
ひ
た
ち
な
か
大
洗
リ
ゾ
ー
ト
構

想
の
進
捗
に
伴
い
、
企
業
進
出
が
見
込

め
る
。
現
状
を
ど
う
認
識
し
、
新
た
な

工
業
団
地
造
成
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

ひ
た
ち
な
か
地
区
は
県
内
有
数

の
開
発
可
能
性
を
持
つ
地
域
で
あ
る
。

今
後
、
未
利
用
の
国
有
地
で
新
た
な
工

業
団
地
を
確
保
し
、
企
業
を
誘
致
す
る

こ
と
は
重
要
と
考
え
る
。
工
業
団
地
が

確
実
に
整
備
さ
れ
る
よ
う
市
と
の
連
携

体
制
の
さ
ら
な
る
強
化
に
努
め
て
い
く
。

議
員　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
適
正
利
用
が
さ
れ

ず
に
亡
く
な
っ
た
小
学
生
の
経
験
か

ら
作
ら
れ
た
「
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ
モ
デ
ル
」

が
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。
研
修
時
に

動
画
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
紹
介
し
て

欲
し
い
。
教
職
員
や
児
童
生
徒
に
対
す

る
Ａ
Ｅ
Ｄ
適
正
利
用
の
周
知
普
及
に
、

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長　

教
職
員
に
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ
モ

デ
ル
を
踏
ま
え
た
実
技
を
、
児
童
生
徒

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
を
含
め
た
指
導
を
し

て
い
る
。
今
後
も
同

モ
デ
ル
を
踏
ま
え
Ａ

Ｅ
Ｄ
適
正
利
用
の
普

及
啓
発
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
主
権
者

教
育
の
充
実
、
生
活

困
窮
者
支
援
対
策
な

ど
も
質
問
）

遠藤　　実 議員
県民フォーラム
那 珂 市 選 出  

一括方式

磯崎　達也 議員
いばらき自民党
ひたちなか市選出

分割方式

飯田　智男 議員
自民県政クラブ
常総市・八千代町選出 

一括方式

あ
お
り
運
転
対
策
の
強
化

儲
か
る
農
業
の
推
進

国
道
六
号
の

慢
性
的
な
交
通
渋
滞
解
消
施
策

防
災
体
制
の
強
化

Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ
モ
デ
ル
※2

を
活
用
し
た

Ａ
Ｅ
Ｄ
※3
適
正
利
用
の
普
及
推
進

災
害
時
の
大
規
模
停
電
対
策

ひ
た
ち
な
か
地
区
に
お
け
る

新
た
な
工
業
団
地
造
成

空
き
家
対
策
の
推
進

ことば

ことば

※2【ASUKAモデル】…適切にAEDが使われずに死亡した、さいたま市の小学生の事故を教訓に、同市教育委員会が作成した「体育活動時等における事故対応テキスト」の愛称。
※3【AED】…自動体外式除細動器。突然、正常に拍動できなくなった状態の心臓（心室細動など）に対して、正常なリズムを取り戻すために電気ショックを行う医療機器。

※1【マイ・タイムライン】…風水害のときに、個人が避難するために取るべき行動を時系列にまとめたもの。

好調なかんしょ需要を逃さず取り込みを

マイ・タイムライン作成
ワークショップの実施状況

県内有数の開発可能性を持つひたちなか地区

大規模停電対策の推進を（大規模停電が
発生した東日本大震災時の県内の様子）

一般質問（要旨）

９
月
６
日︵
金
︶

加か
と
う藤　
　

明あ
き
よ
し良

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

飯い
い
だ田　
　

智と
し
お男

　
　
︵
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
︶

遠え
ん
ど
う藤　
　
　

実
ま
こ
と

　
　

︵
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
︶

９
月
９
日︵
月
︶

磯い
そ
ざ
き崎　
　

達た
つ
や也　
　

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

玉
た
ま
つ
く
り造　
　

順
じ
ゅ
ん
い
ち一

　
　
︵
立
憲
民
主
党
︶

谷や
じ
ま島　
　

洋よ
う
じ司

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

９
月
10
日︵
火
︶　

田た
む
ら村　

け
い
子こ

　
　
︵
公　
　

明　
　

党
︶

島し
ま
だ田　
　

幸こ
う
ぞ
う三

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

坂さ
か
も
と本　
　

隆り
ゅ
う
じ司

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

９
月
11
日︵
水
︶

江え
じ
り尻　
　

加か

な那

　
　
︵
日
本
共
産
党
︶

豊と
よ
だ田　
　
　

茂
し
げ
る

　
︵
無　
　

所　
　

属
︶

石い
し
い井　
　

邦く
に
か
ず一

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

●
質
問
者

議
場
で
の
質
問
の
様
子
は
、

こ
ち
ら
か
ら
録
画
映
像
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す




